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■特長
● 頑強なボディーと高性能なスプリングにより高開閉効率。
● アンティーク調を演出するのに最適。
● 閉扉速度調整は2バルブ方式。
● ラッチング角度は調整可能。
　 調整ネジ棒にて調整出来ます。
● ストップ角度はパラレル型が70°～180°、スタンダード型が
　70°～90°の任意の角度に設定可能。
● 左右兼用タイプ。
　 開き勝手により、アーム差込み方向が変わります。
● スタンダード型は90°開き。

納まり図は31ページ
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品　　　　番

速くなる 遅くなる
第一速度
調整バルブ

第二速度
調整バルブ

グランドを少し緩めてから調整
して下さい。（緩めすぎると油が
洩れます。）調整後、グランドは
締付けて下さい。
（第一速度・第二速度）

駆動板

主軸

第一速度
第二速度

ラッチング
作動範囲

受注生産になります。

■閉扉速度調整

■標準色
アンティークブロンズ
● 特別色も出来ます。

パラレル型

● 閉扉速度調整バルブ

（写真は左開きを示す）

ストップ角度
90°まで

〃

■取付要領

駆動板巻込み位置
７０３ ７０３

７０２ ７０２

③ メインアームと駆動板のセット要領
本体をドアに取付後、メインアームを駆動板の巻込み位置まで回転させ
（702は巻込み不要）、メインアームに付いている駆動板連結ボルトを駆動
板の凹部に締込みます。

ラッチング角度が
小さくなる

調整ネジ棒をねじ込み、調整を行います。

■ラッチング角度の調整

① 主軸のポンチマークの位置
主軸のポンチマークを閉扉速度調整バルブ側に向けて下さい。

② 主軸にアームをセット
主軸にメインアームを本体取付面と垂直に差込み、六角ナットを締付けます。

閉扉速度調整バルブ

ポンチマーク

ポンチマーク

ポンチマーク

駆動板の凹部に付属レンチの先端を掛け矢印方向に回転（スプリングを巻込む）
させ、アームにセットされた駆動板連結ボルトを駆動板の凹部に締込みます。
注） レンチで駆動板を回転させる時、駆動板にはスプリング力が加わっています。

レンチの掛りが外れますと急激に駆動板が元の位置にもどり危険です。レンチの掛りが
外れないよう十分注意して下さい。

ラッチング角度が
小さくなる

① 主軸のポンチマークの位置
主軸のポンチマークを閉扉速度調整バルブ側に向けて下さい。

③ 本体及びブラケットの取付
本体をドアに取付後、ブラケットを上枠に取付け、枠側アームがドアと平行に
なるよう調整ネジ棒を調整し、メインアームと枠側アームを連結して下さい。

④ 駆動板のセット要領

② 主軸にアームをセット
主軸にメインアームを戸先側に差込み、六角ナットを締付けます。
注） 開き勝手により、アームの差込み方向が変わります。
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④ 取付座の取付
メインアームを戸先方向に回転させて取付けて下さい。
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スタンダード型

スタンダード型

パラレル型
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グランド 速度調整バルブ13

※印刷のため、実物と色、艶が異なることがありますのでご了承下さい。

注）スタンダード型は90°開き。


